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折
り
鶴
の
願
い
届
け
。

折
り
鶴
の
願
い
届
け
。

オ
バ
マ
米
大
統
領
広
島
訪
問
！

被爆地・広島を初めて訪れたオバマ米
大統領は、日本中の人々に大きな印象
を残した。わずか１時間の広島滞在で
あったが、大統領は、自分で折った２
羽の折り鶴を「サプライズ」の贈り物
として日本の児童に手渡した。
（写真：5月29日朝刊 朝日新聞社提供）
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願
い
が
叶
っ
た
日
! ?　オバマ米大統領が５月27日夕、米国の現職大

統領として初めて被爆地・広島を訪れた。広島
訪問は、2009年のチェコでのプラハ演説で訴え
た「核なき世界」に向けて取り組む決意を強調
したが、一向に進展しない核軍縮を促進させ、
米大統領としての仕事の仕上げの目的があった。
　オバマ大統領は広島市平和記念公園を訪れ、
原爆資料館を訪館し、原爆死没者慰霊碑で献花。
献花後、慰霊碑前に招待した被爆者らを前に演
説し、「閃光と炎の壁が都市を破壊し、人類が自
らを破壊できる手段を手にした。私たちはそう
遠くない過去に解き放たれた恐ろしい力に思い
をめぐらすために来た」と述べた。
　オバマ大統領の広島訪問は、さまざまに取り
ざたされたが、献花の際の黙祷姿、被爆者と言
葉を交わし優しくいたわるテレビカメラの前の
情景に、日本中の人々が感謝の手を合わせた。
厳重な警備によってオバマ大統領と市民との直
接のふれあいはなかったが、わずか１時間の滞
在は、残された「折り鶴」とともに、広島市民
の心からの願いが叶った刻でもあった。

TOPICS 2016.05.27

米大統領
広島訪問

を報道す
る新聞、（

上 : 中国新
聞社提供

５月 28日
朝刊、下

：産經新
聞社提供

５月 28日
朝刊）

オバマ米大統領の演説（骨子）
▶ 71 年前、死が空から降り、
世界が変わった。閃光と炎の壁
が都市を破壊し、人類が自らを
破壊できる手段を手にしたこと
が示された▶それほど遠くない
過去に解き放たれた恐ろしい力
に思いをはせ、10万人を超す
日本人の男女、数千人の朝鮮人、
米国人捕虜を含む死者を悼むた
め、私たちは広島を訪れる▶
1945年８月６日朝の記憶を薄
れさせてはいけない。その記憶
は道徳的な想像力を刺激し、変
化を可能にする▶米国のような
核兵器保有国は、恐怖の論理に
とらわれず、核兵器なき世界を
追求する勇気を持たなければな
らない▶私たちは、広島・長崎
が「核戦争の夜明け」ではなく、
道徳心に目覚めた時として知ら
れるような平和な未来を選ぶこ
とが出来る。

「朝日新聞」５月28日朝刊より

厳重な警戒態勢の中、広島市民は広島平
和記念公園内に入れないにも関わらず、
何時間も前からオバマ大統領の訪問を見
ようと公園の周囲を取り囲んだ。
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2016「戦争も核兵器もない平和な世界を」市民の集い：情勢報告・活動報告

　

今
日
の
話
の
根
本
は
、「
如
何

に
し
て
核
の
な
い
社
会
を
実
現
す

る
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
が

１
９
７
０
年
に
外
務
省
に
入
り
、
核

兵
器
の
な
い
世
界
を
、
と
運
動
を
始

め
た
頃
は
、「
空
想
論
だ
」
と
強
い

非
難
を
受
け
ま
し
た
。そ
し
て
、遅
々

と
し
て
進
ま
ぬ
核
軍
縮
。
私
自
身
も

こ
の
運
動
に
携
わ
っ
て
、
迫
害
・
脅

迫
さ
れ
た
こ
と
も
幾
度
か
。

　

し
か
し
、
こ
こ
に
き
て
世
界
の
潮

流
は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
核
保

有
国
や
日
本
の
よ
う
な
核
の
傘
の
下

に
い
る
国
に
多
く
を
求
め
て
も
ど
う

に
も
な
ら
な
い
。
誰
の
た
め
の
安
全

保
障
か
、
今
の
ま
ま
で
国
の
人
民
を

救
う
こ
と
が
出
来
る
の
か
。
国
が
や

ら
な
い
な
ら
〝
個
々
一
人
一
人
で
〞

と
い
う
思
い
か
ら
誕
生
し
た
『
平
和

首
長
会
議
』。
２
０
１
６
年
５
月
１

日
現
在
、
１
６
１
カ
国
、
７
０
４
２

の
加
盟
を
見
て
い
ま
す
。
活
動
内
容

は
、
①
加
盟
要
請
、
②
核
兵
器
廃
絶

の
国
際
世
論
の
拡
大
、
③
「
核
兵
器

禁
止
条
約
」
の
早
期
実
現
、
④
「
核

兵
器
禁
止
条
約
」
交
渉
開
始
を
求
め

る
署
名
活
動
で
す
。
こ
の
活
動
が
大

き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
、
急
速
に
世

界
に
浸
透
し
て
い
ま
す
。
被
爆
者
の

方
の
「
こ
ん
な
思
い
を
誰
に
も
さ
せ

た
く
な
い
」
と
い
う
、
被
爆
を
経
験

し
た
人
の
悲
痛
な
叫
び
が
、
世
界
中

の
人
達
の
心
を
動
か
し
た
の
で
す
。

「
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
私
た
ち
は

何
を
す
べ
き
か
」、
と
い
う
思
い
が

世
界
を
動
か
す
の
で
す
。

　

私
は
「
被
爆
体
験
伝
承
者
」
第
一

期
生
で
す
。
二
十
代
、
私
は
何
も
し

て
い
な
い
普
通
の
市
民
で
し
た
が
、

こ
の
活
動
に
入
っ
た
一
つ
の
き
っ
か

け
が
あ
り
ま
し
た
。

　

高
校
時
代
、
た
ま
た
ま
８
月
６
日

の
灯
籠
流
し
を
見
に
行
ま
し
た
。
そ

こ
で
多
く
の
被
爆
者
の
方
や
縁
の
あ

る
方
達
が
一
心
に
灯
籠
を
流
し
亡
く

な
っ
た
人
を
供
養
す
る
姿
を
見
て
、

心
か
ら
衝
撃
を
受
け
た
の
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
学
校
で
も
平
和
に

関
す
る
掲
示
な
ど
を
見
て
も
無
関
心

で
し
た
が
、
灯
籠
流
し
を
見
て
、
被

爆
者
の
代
わ
り
に
灯
籠
を
流
す
〝
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
〞
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
被
爆
者
の

方
と
直
接
ふ
れ
あ
い
、
１
対
１
で
い

ろ
い
ろ
と
体
験
談
を
聞
き
ま
し
た
。

と
く
に
原
爆
の
体
験
談
は
、
私
の
心

を
凍
ら
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
学

に
入
っ
て
、
被
爆
伝
承
者
に
応
募
一

期
生
に
。
残
念
な
こ
と
に
若
い
伝
承

者
の
多
く
が
、
広
島
県
外
の
人
で
し

た
。
伝
承
で
は
、
史
実
を
曲
げ
て
は

い
け
な
い
、
正
確
な
数
値
を
と
心
が

け
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
同
世
代

の
人
達
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け

な
い
の
が
残
念
で
す
。
伝
承
者
は
体

験
を
し
て
い
な
い
の
で
す
が
、
被
爆

し
た
方
の
話
は
リ
ア
リ
テ
ィ
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を

そ
の
ま
ま
皆
さ
ん
に
伝
え
ら
れ
る
よ

う
な
伝
承
が
出
来
れ
ば
と
。そ
し
て
、

〝
デ
ィ
ベ
ー
ト
〞
が
出
来
る
伝
承
者

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

情勢報告
「核兵器廃絶に向けた市民社会の役割」

（公財）広島平和文化センター

小溝  泰義　理事長

TOPICS 2016.05.26

被爆者の声を世界に…

活動報告
「被爆体験伝承活動を通して」

被爆体験伝承者第一期生

保田  麻友

「
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
市
民
社
会
の
役
割
」
「
被
爆
体
験
伝
承
活
動
を
通
し
て
」

５月26日に開かれた「戦争も核兵器もない平和な世界を」めざす“市民の集い”。市民６団体が立場や思想信条をこえて結集し、
戦争も核兵器もない平和な世界の実現に向けて市民レベルの平和活動を行っています。日時は前後するが、翌27日、広島に原
爆を投下した当事国アメリカのオバマ大統領が初めて広島を訪れた。核廃絶の地道な運動の努力が、わずかだが報われた…。
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2016「戦争も核兵器もない平和な世界を」市民の集い

思
い
を
語
り
、

そ
の
心
を
受
け
止
め
て
…

　
「
５
月
27
日
、
オ
バ
マ
米
大
統
領

広
島
訪
問
」
と
い
う
ビ
ッ
グ
な
報
道

後
、
大
統
領
訪
問
の
前
日
５
月
26
日

午
前
10
時
、
２
０
１
６
「
戦
争
も
核

兵
器
も
な
い
平
和
な
世
界
を
」
市
民

の
集
い
が
、
広
島
国
際
会
議
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

虹
の
コ
ー
ラ
ス
の
歌
声
が
流
れ
る

中
、
司
会
者
の
開
会
を
告
げ
る
声

と
と
も
に
、
主
催
す
る
市
民
６
団
体

を
代
表
し
て
広
島
県
生
協
連
岡
村
信

秀
会
長
理
事
の
挨
拶
が
始
ま
り
ま
し

た
。
続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
、
高

垣
広
徳
広
島
県
副
知
事
、
松
井
一
實

広
島
市
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
司
会
者

か
ら
出
席
し
た
来
賓
を
紹
介
。
そ
の

後
で
、
来
賓
の
み
な
さ
ん
が
退
場
し

て
式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
続
き
、小
溝
理
事
長
の「
情

勢
報
告
」・保
田
さ
ん
の「
活
動
報
告
」

（
前
頁
参
照
）
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
テ
レ
ビ
報
道
各
社
ス

タ
ッ
フ
が
詰
め
か
け
た
会
場
に
い
っ

ぱ
い
に
並
べ
ら
れ
た
丸
テ
ー
ブ
ル
。

10
名
の
被
爆
証
言
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
ブ
ル
に
着
き
、
７・
８
名
の
傍

聴
者
が
同
席
し
、
証
言
者
の
言
葉
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。
被
爆
証
言
者
の

と
つ
と
つ
と
語
る
声
が
、
会
場
に
静

か
に
響
き
、
場
内
は
厳
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

交
流
終
了
後
、「
市
民
６
団
体
の

ア
ピ
ー
ル
」
が
代
表
者
か
ら
読
み
上

げ
ら
れ
、
主
催
者
の
閉
会
の
挨
拶
で

市
民
の
集
い
は
閉
会
し
ま
し
た
。

市
民
の
集
い

TOPICS 2016.05.26

主催者を代表して挨拶する岡村会長理事挨拶する  高垣広徳 広島県副知事挨拶する  松井一實 広島市長

被爆者の証言を聞く（証言者：坪井直さん）

被爆者の証言を聞く（証言者：箕牧智之さん）被爆者の証言を聞く（証言者：清水弘士さん）被爆者の証言を聞く（証言者：白石多美子さん）

被爆者の証言を聞く（証言者：曽根薫さん）被爆者の証言を聞く（証言者：佐久間邦彦さん）被爆者の証言を聞く（証言者：吉岡幸雄さん）

被爆者の証言を聞く（証言者：大越和郎さん）被爆者の証言を聞く（証言者：川崎巳代治さん）被爆者の証言を聞く（証言者：高東征二さん）
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市民の集い：アピール

2016「戦争も核兵器もない平和な世界を」市民の集い

アピール 

　1945年広島市の上空に飛来したＢ29爆撃機エノラゲイから投下され
た一発の原子爆弾(リトルボーイ)は広島の街を破壊しつくしました。
かろうじて一命を取り留め今日まで生き抜いてきた被爆者の平均年齢は
80歳を超えています。「あの惨劇を二度と繰り返してはいけない、誰に
も同じ思いをさせてはいけない」この言葉は、被爆71年を迎える被爆
者の切なる願いです。
　2015 年核不拡散条約（NPT）再検討会議は、最終文書を合意採択でき
ずに終了しました。議論の過程では、被爆者の悲惨な被爆証言に耳を傾
けた多くの国が、人類存亡の脅威として核兵器の非人道性やその廃絶に
向けた法的枠組みの必要性を認識し、現在国連の公開作業部会では「核
兵器のない世界」の実現に向けた協議が続いています。しかし、世界には、
未だ15,000発を超える核兵器が存在し、核保有国並びにその核の傘に入っ
ている国々は、核兵器を抑止力とし、段階的な削減と言い、事実上、核
兵器の脅威はそのままの状態にあることは極めて遺憾です。
　そのような中、４月にはＧ7（主要7か国）広島外相会合が開催され
ました。原爆投下後、初めて核保有国の現職外相が被爆地を訪問し、被
爆の実相に触れたことは、意義あることです。しかし「広島宣言」にお
いて、核兵器の非人道性について言及されなかった事は、大変残念でし
た。
　明日、オバマ大統領がヒロシマを訪れます。現職の米国大統領の被
爆地訪問は歴史的な出来事であり、被爆71年目を迎えるヒロシマから、
改めて「核兵器のない世界」の実現へ、力強いメッセージが世界に向け
て発信されることを期待します。
　本日、ここに集った私たちは、「戦争も核兵器もない平和な世界の実現」
を皆さんと誓い合い、以下のことをアピールしたいと思います。

1.　私たちは、核兵器保有国が、ただちに核兵器の実戦配備を解除し、
　  核兵器廃絶に向けた取り組みを進めることを求めます。
1.　私たちは、戦争も核兵器もない平和な世界の実現を願い、思想信
　  条を超えて世界の恒久平和のために取り組みを進めます。
1.　私たちは、世界の指導者を含めた多くの人々が広島、長崎を訪問し、
　  被爆の実相に触れ、核兵器の非人道性と平和の尊さを学ぶ機会が
　   持てるよう取り組みます。
1.　私たちは、核兵器廃絶に向けて活動してこられた被爆者の思いを
　  大切に、次世代につなげるように力を合わせた取り組みを継続し
　  ます。

2016年 5月 26日
　「戦争も核兵器もない平和な世界を」市民の集い

実行委員会構成市民6団体

TOPICS 2016.05.26

核兵器廃絶「市民の集い」６団体の集会を知ら
せる新聞記事（５月27日朝刊 中国新聞社提供）

【実行委員会構成市民6団体】
広島県原爆被害者団体協議会
広島県原爆被害者団体協議会
広島県地域女性団体連絡協議会
（公財）広島ＹＭＣＡ
広島県青年連合会

広島県生活協同組合連合会
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特　　　集

熊本地震災害支援報告

　

４
月
14
日
夜
と
16
日
未
明
を
中
心

に
発
生
し
、
大
き
な
被
害
を
出
し
て

い
る
熊
本
地
震
。
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
、
地
震
の
心
配
が
無
い
所
と

思
っ
て
住
ん
で
い
た
熊
本
で
再
度
被

災
し
た
人
が
居
ま
す
。
２
０
１
４
年

８
月
20
日
未
明
の
広
島
の
土
砂
災
害

も
予
期
し
な
い
豪
雨
に
よ
る
大
被
害

で
し
た
。

　

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
以
上
、

災
害
の
危
険
を
絶
え
ず
認
識
し
、
準

備
を
し
て
お
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
が
、
ひ
と
た
び
災
害
が
発
生
し
た

ら
、
そ
の
支
援
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
熊
本
地
震
に
際
し
て
は
、

現
地
生
協
か
ら
の
支
援
要
請
を
は
じ

め
、
厚
生
労
働
省
や
自
治
体
か
ら
の

支
援
要
請
も
あ
る
中
、
全
国
の
生
協

で
は
人
的
な
支
援
や
、
緊
急
物
資
の

輸
送
、
義
捐
金
、
支
援
金
を
組
合
員

に
募
る
な
ど
、
多
彩
な
支
援
行
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

広
島
県
生
協
連
と
そ
の
会
員
生
協

で
も
、
積
極
的
な
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
日
本
生
協
連

の
呼
び
か
け
に
よ
る
高
齢
者
・
障
が

い
者
支
援
活
動
に
広
島
の
生
協
か
ら

参
加
し
た
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

生
協
ひ
ろ
し
ま
福
祉
事
業
部
か
ら

３
名
の
職
員
が
支
援
に
参
加
。
５
泊

６
日
の
日
程
で
、
現
地
の
支
援
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
島
県
生
協
連
か
ら
は
１

名
（
岡
崎
）
が
現
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

〔
支
援
先
と
主
な
支
援
内
容
〕

①　

益
城
町
総
合
体
育
館
の
避
難
所

で
、
高
齢
者
な
ど
入
浴
や
食
事
受
け

取
り
等
に
手
助
け
が
必
要
な
方
へ
の

入
浴
の
介
助
、
見
守
り
等
の
支
援
に

１
チ
ー
ム
２
〜
４
名
が
４
日
ず
つ
活

動
。

②　

益
城
町
内
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
（
ひ
ろ
や
す
荘
）
で
は
、
通

常
の
入
居
者
に
加
え
向
か
い
の
老
健

施
設
が
被
災
し
た
為
の
入
居
者
を
受

け
入
れ
、
更
に
町
内
の
一
般
の
避
難

者
を
受
け
入
れ
。
一
方
、
職
員
自
体

災害は予期せぬ時と所で発生

【広島県生協連と会員生協の主な支援活動】
（５月31日現在）

 • 広島県からの要請で緊急支援物資（コ
　モパン等）を福山港から船で熊本へ輸
　送（広島県生協連）
 • 厚生労働省から日本生協連への要請
　「緊急物資の早期配送等に関する支援
　について」（ボランティア派遣）に応
　えて、コープＣＳネットから職員５
　名を現地に派遣（内：生協ひろしま２名）
 • 組合員への緊急募金…生協ひろしま
　（約3,100万円）、他会員生協も取組
　中
 • 高齢者・障がい者支援での介護人材
　派遣（生協ひろしま3名、広島中央
　保健生協1名、広島県生協連1名）
※他に、医療生協関係のルートで、広
島医療生協、広島中央保健生協が、医師、
看護師等の医療職や、医療相談員、事
務職等を現地に派遣。

益城町内の被害状況

益城町総合体育館避難所に自衛隊が設置したお風呂／
生協の職員が手助けの必要な方へ支援を行っている

益城町総合体育館避難所の高齢者入浴支援に入った生協ひろし
まの岡由香利さん（右側）/（左側はコープあいちの介護職員）

生協は日常の生活物資を組合員と被災者に確実に届けています

が
家
を
失
う
等
で
被
災
し
て
お
り
、

介
護
職
員
の
応
援
が
喫
緊
の
課
題
で

す
。
こ
こ
に
、
生
協
の
介
護
職
員
が

２
名
か
ら
３
名
、
交
代
で
応
援
に
入

る
。

③　

熊
本
市
内
の
障
害
者
の
福
祉
避

難
所
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
２
名

か
ら
４
名
が
、
日
中
活
動
へ
の
応
援

や
入
浴
介
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
報
告　

広
島
県
生
協
連 

岡
崎 

晃
】
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会員だより・トピックス

広島県消費生活課意見交換会　ユニセフ・ラブウォーク in 因島　お知らせ
　

広
島
県
生
協
連
が
事
務
局
を
務
め

る
広
島
県
消
費
者
団
体
連
絡
協
議
会

（
以
下
、
広
島
県
消
団
連
）
は
、
５

月
25
日
、
広
島
県
環
境
県
民
局
消
費

生
活
課
が
主
催
し
た
、
消
費
者
教
育

の
推
進
に
係
る
意
見
交
換
会
に
出
席

し
、
広
島
県
や
他
団
体
と
消
費
者
教

育
の
取
組
に
つ
い
て
交
流
し
た
。

　

広
島
県
か
ら
は
、
小
寺
洋
県
民
生

活
部
長
、
今
井
洋
消
費
生
活
課
課
長

他
５
名
が
出
席
。
参
加
団
体
は
、
広

島
県
消
団
連
構
成
団
体
（
広
島
県
生

協
連
、
広
島
消
費
者
協
会
、
呉
市
消

費
者
協
議
会
、
Ｊ
Ａ
広
島
県
女
性
組

織
協
議
会
、廿
日
市
市
消
費
者
協
会
、

消
費
者
ネ
ッ
ト
広
島
）
他
、
広
島
弁

護
士
会
、
広
島
司
法
書
士
会
、
広
島

県
金
融
広
報
委
員
会
、
広
島
労
働
会

館
、
広
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
出

席
し
た
。

　

広
島
県
か
ら
消
費
者
基
本
計
画

（
第
２
次
）
の
重
点
項
目
で
あ
る
「
高

齢
者
・
若
者
の
消
費
者
被
害
防
止
」、

「
消
費
者
被
害
防
止
に
向
け
た
消
費

者
教
育
の
推
進
」
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
参
加
団
体
か
ら
取
組
紹
介
を

行
い
、そ
の
後
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

主
な
内
容
は
、
消
費
生
活
課
が
推
進

す
る
学
校
で
の
消
費
者
被
害
防
止
に

関
す
る
教
育
に
つ
い
て
、
出
前
教
育

に
長
年
取
り
組
ん
で
い
る
広
島
司
法

書
士
会
、広
島
県
金
融
広
報
委
員
会
、

広
島
労
働
会
館
か
ら
、
具
体
的
内
容

や
進
め
方
な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

広
島
司
法
書
士
会
は
、
高
校
生
向
け

の
法
律
教
室
と
し
て「
契
約
編
」、「
労

働
編
」
で
構
成
し
、
広
島
労
働
会
館

は
高
校
生
向
け
に
目
線
を
下
げ
て
わ

か
り
や
す
く
講
義
を
行
う
な
ど
、
工

夫
さ
れ
て
い
る
。
消
費
者
団
体
は
、

高
齢
者
向
け
が
中
心
で
あ
り
、
身
近

な
事
例
を
題
材
に
し
た
寸
劇
は
好
評

で
、
未
然
に
被
害
防
止
で
き
た
実
例

も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
課
題
は
若
い

世
代
へ
の
教
育
で
あ
る
。

　

地
域
で
消
費
者
被
害
防
止
に
取
り

組
む
に
は
、
つ
な
が
り
を
大
事
に
し

て
、
行
政
や
地
域
社
協
と
の
連
携
、

消
費
者
ネ
ッ
ト
広
島
や
Ｊ
Ａ
等
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
。
広
島
県
に
も
ご
協
力

と
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

参
加
し
た
団
体
が
連
携
を
強
め
て
、

広
島
県
全
体
で
消
費
者
教
育
、
消
費

者
被
害
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
確
認
し
て
意
見
交
換
会
を
終
了

し
た
。(

広
島
県
生
協
連
・
福
島  

守
）

　

平
成
28
年
５
月
15
日
（
日
）
に
、

今
年
も
ラ
ブ
ウ
ォ
ー
ク
in
因
島
を
開

催
致
し
ま
し
た
。
参
加
費
が
ユ
ニ
セ

フ
募
金
と
な
り
、
開
発
途
上
国
の
子

ど
も
た
ち
の
健
康
に
役
立
て
ら
れ

る
、
ユ
ニ
セ
フ･

ラ
ブ
ウ
ォ
ー
ク
。

当
日
は
、
各
地
区
に
お
い
て
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
や
町
民
運
動
会

等
地
域
行
事
が
集
う
中
、
34
名
（
内

子
供
５
名
）
の
組
合
員
さ
ん
の
参
加

を
い
た
だ
き
、
無
事
終
え
る
事
が
出

来
ま
し
た
。

　

ラ
ブ
ウ
ォ
ー
ク
と
募
金
に
参
加
を

頂
き
ま
し
た
皆
様
の
お
陰
で
総
額

１
万
４
２
４
８
円
の
募
金
が
集
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
募
金
は
、
広
島
県

ユ
ニ
セ
フ
協
会
へ
送
ら
せ
て
頂
き

ま
す
。
ご
協
力
有
難
う
御
座
い
ま
し

た
。
ユ
ニ
セ
フ
協
会
で
は
、
す
べ
て

の
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る

世
界
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
と
未
来
を

守
る
た
め
に
、
教
育
、
保
健
、
栄
養
、

水
と
衛
生
、
保
護
、
緊
急
救
援
な
ど

の
支
援
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
ユ
ニ
セ
フ
の
活
動
を
支
え
て

い
る
の
は
、民
間
か
ら
の
募
金
で
す
。

2016ピースアクション inヒロシマ

ユ
ニ
セ
フ
・
ラ
ブ
ウ
ォ
ー
ク
in
因
島

消
費
者
教
育
の
推
進
に
係
る
意
見
交
換
会
を
開
催

　

私
た
ち
も
、
ラ
ブ

ウ
ォ
ー
ク
in
因
島
の

イ
ベ
ン
ト
へ
１
人
で

も
多
く
の
方
々
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
微

力
な
が
ら
支
援
を
続

け
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

日
立
造
船

因
島
生
活
協
同
組
合

家
庭
会
平
和
活
動

グ
ル
ー
プ
よ
り

だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
、み
ん
な
で
学
ぼ
う
、つ
な
が
り
を
大
事
に
し
よ
う
！

意見交換会の様子

テーマ：「ヒロシマの心を次世代のあなたへ」～学び・知り・伝える～
71年前のきのこ雲の下での出来事や被爆者の想い、核兵器の非人道性、核
兵器をめぐる世界の情勢やさまざまな人が取り組んでいる平和の活動につい
て知り、考えや想いを交流します。
虹のひろば　　　
■日時：2016年 8月5日 ( 金 )13：10～ 16：20( 開場 12：30)
■会場：広島県立総合体育館 グリーンアリーナ（入場無料）
　　　　※誰でも参加できます

主催：日本生協連 /広島県生協連

第1部　虹のステージ
●オープニング「文教太鼓　葵」
●被爆者・若者からのメッセージ
第2部　みんなのひろば
さまざまな角度から平和を考え、交流するひろばです
●書道ガール　大書パフォーマンス
●爪楊枝アート「原爆ドーム」の展示など
第3部　フィナーレ
●全国から参加した子ども達が、子ども平和会議の報
　告と平和のアピール文を発信します。
●虹の合唱団と平和を願い歌いましょう。
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事務局だより

　

連
鎖
販
売
取
引
と
は
、
個
人
を
販

売
員
と
し
て
勧
誘
し
、
さ
ら
に
次
の

販
売
員
を
勧
誘
さ
せ
る
と
い
う
か
た

ち
で
、
販
売
組
織
を
連
鎖
的
に
拡
大

し
て
行
う
商
品
・
役
務
（
サ
ー
ビ
ス
）

の
取
引
の
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
マ
ル
チ

商
法
で
す
。

　

こ
の
商
法
は
、
家
族
・
友
人
な
ど

縁
故
を
頼
っ
て
勧
誘
す
る
た
め
、
人

間
関
係
を
損
な
う
可
能
性
が
高
く
、

儲
か
っ
て
い
る
人
は
組
織
の
ト
ッ
プ

の
ご
く
一
部
で
あ
り
、
そ
の
他
大
多

数
は
出
費
し
た
金
額
ま
で
回
収
で
き

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

連
鎖
販
売
取
引
で
は
、「
氏
名
等

の
明
示
」「
禁
止
行
為
」「
書
面
交
付
」

「
広
告
の
表
示
」「
誇
大
広
告
の
禁
止
」

等
に
つ
い
て
細
か
な
規
制
が
あ
り
ま

す
。

　

契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
又
は

再
販
売
の
た
め
に
購
入
し
た
商
品

の
受
け
渡
し
を
受
け
た
日
の
い
ず
れ

か
遅
い
日
か
ら
20
日
間
以
内
で
あ
れ

ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
、

組
織
に
入
会
し
て
１
年
以
内
の
消
費

者
が
退
会
す
る
場
合
に
は
、
引
渡
し

を
受
け
て
か
ら
90
日
以
内
の
未
使
用

の
商
品
で
あ
れ
ば
、
そ
の
商
品
を
返

品
し
、
適
正
な
額
（
＝
概
ね
90
％
相

当
）
を
返
金
し
て
も
ら
え
る
、
中
途

解
約
・
返
品
ル
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。

　

連
鎖
販
売
取
引
自
体
は
違
法
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
不
慣

れ
な
大
学
生
や
主
婦
な
ど
が
巧
み
な

勧
誘
を
受
け
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
る
例
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
友
人

知
人
を
勧
誘
す
る
仕
組
み
の
た
め
、

被
害
者
が
加
害
者
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
る
等
、
問
題
の
多
い
商
法

で
す
。（
消
費
者
ネ
ッ
ト
広
島
・
宗
山 

隆
幸
）

告知 : けんこうチャレンジ 2016　特定商取引法を知ろう⑤

消
費
者
ネ
ッ
ト
広
島

特
定
商
取
引
法
を
知
ろ
う
⑤

見直そう健康習慣！～けんこうチャレンジ2016～

『
連
鎖
販
売
取
引
に
つ
い
て
』

最近、「健康寿命」という言葉をよく耳にされ
ませんか？健康寿命とは、「健康上の問題で日
常生活が制限されることなく生活できる期間」
と言われています。日本は長寿世界一と言われ
ていますが、国民の関心は健康寿命を延ばして
いく取り組み、いわゆる「健康づくり」へ移っ
てきています。
昨年に引き続き、広島県生協連の主催で「けん
こうチャレンジ」に取り組みます。チャレンジ
コースは充実の11コースになりました。期間
中、「食事・運動・お口」のことについて楽し
く学べる催しも開催します。
チャレンジコースを選び、具体的なチャレンジ
内容と目標は自分で決めていきますので、子ど
もから大人まで、どなたでも参加できます。家
族や友人、職場の人たちを誘って一緒に取り組
んでみませんか。一人で続けるのは難しくても、
家族や仲間と励まし合いながらの2カ月間（こ
どもは30回）はあっという間です。チャレン
ジを通じて健康習慣を見直してみませんか！

けんこうチャレンジ
期　　間　大人…9月～10月の2ヶ月間
　　　　　キッズチャレンジ…7月～10月
　　　　　のうち30日間
申込締切　大人…2016年 8月31日
　　　　　キッズチャレンジは9月 30日
報告締切　2016年 11月 30日
※報告カードを提出いただいた方には修
　了記念品をさしあげます。
　　　　（広島中央保健生協　髙野 雄史）

広島医療生活協同組合
広島県広島市安佐南区中須2丁目19-6
TEL : 082-879-8124　
FAX : 082-879-8182

広島中央保健生活協同組合
広島市西区観音町16-19
TEL：082-532-1264
FAX：082-532-1267

福山医療生活協同組合
福山市木之庄町2-7-2
TEL：084-973-2280　
FAX：084-926-3080

【お問い合わせ先】
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事務局だより

第
６
回
理
事
会
議
事
録

■
開
催
日　

４
月
21
日

■
場　

所　

　
　
　

広
島
県
生
協
連
３
階
会
議
室

■
出　

席　

理
事
16
名
中
13
名
出

席
、
監
事
２
名
中
１
名
出
席

（
出
席
理
事
）
岡
村
、
高
田
、
盛
谷
、

岡
野
、
岡
、
吉
山
、
武
田
、
斉
藤
、

近
江
、
金
築
、
長
谷
川
、
戸
田
、
門

田□
議
決
事
項

　

以
下
の
項
目
に
つ
い
て
資
料
に
基

づ
き
提
案
説
明
を
行
い
、
全
員
異
議

な
く
承
認
決
定
し
た
。

（
第
１
号
議
案
）
２
０
１
６
年
度
通

常
総
会
に
つ
い
て

１　

２
０
１
５
年
度
決
算
報
告
と
剰

余
金
処
分
案
及
び
監
査
報
告
に
つ
い

て２　

２
０
１
６
年
度
活
動
方
針
に
つ

い
て

３　

２
０
１
６
年
度
収
支
予
算（
案
）

に
つ
い
て

４　

通
常
総
会
の
運
営
・
役
割
・
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

５　

総
会
で
の
役
割
分
担

（
第
２
号
議
案
）
他
団
体
の
公
職
承

認
の
件

１　

広
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
地
域

福
祉
部
会
常
任
委
員
会
委
員

□
報
告
事
項

　

各
事
項
に
つ
い
て
資
料
に
基
づ
き

説
明
を
行
い
、
全
事
項
に
つ
い
て
確

認
し
た
。

（
第
３
号
議
案
）
一
般
活
動
報
告

１　

２
０
１
６
年
度
広
島
県
生
協
連

組
織
体
制
に
つ
い
て

２　

医
療
・
購
買
生
協
の
共
同
事
業

化
に
つ
い
て

３　

平
和
関
連
活
動
に
つ
い
て

⑴
２
０
１
６
戦
争
も
核
兵
器
も
な
い

平
和
な
世
界
を
市
民
の
つ
ど
い
の
開

催
に
つ
い
て

⑵
２
０
１
６
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
in

ヒ
ロ
シ
マ
実
行
委
員
会
報
告

４　

監
事
研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て

５　

委
員
会
・
審
議
会
報
告
（
組
織

平
和
委
員
会
、
福
祉
・
介
護
委
員
会

等
）

６　

け
ん
こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
１
６
実
行
委
員
会
報
告

７　

電
力
小
売
自
由
化
学
習
会
報
告

８　

介
護
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
報
告

９　

介
護
職
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

報
告

10　

協
同
組
合
学
習
会
（
Ｈ
Ｊ
Ｃ
）

報
告

11　

２
０
１
６
年
初
級
職
員
研
修
会

報
告

12　

２
０
１
６
年
度
自
治
体
の
新
地

域
支
援
事
業
状
況
の
情
報
収
集
に
つ

い
て

理事会報告　福祉・介護委員会報告　組織平和委員会報告

第
６
回
理
事
会
報
告

第
１
回
福
祉
・
介
護
委
員
会
報
告

第
１
回
組
織
平
和
委
員
会
議
事
録

■
日　

時　

２
０
１
６
年
２
月
26
日

■
場　

所  

　
　
　

広
島
県
生
協
連
３
階
会
議
室

■
出　

席　

越
智
（
日
立
造
船
因

島
）、佃
（
広
島
県
学
校
）、田
中
（
広

島
中
央
保
健
）、
山
根
（
広
島
医
療

生
協
）、
檀
浦
（
高
校
生
協
）、
宮
澤

（
福
山
医
療
生
協
）、
上
田
、
草
野
、

森
畠
（
ひ
ろ
し
ま
）、
高
田
、
福
島
、

為
政
（
広
島
県
生
協
連
）、
虫
本
、

上
田
（
日
本
生
協
連
）

□
報
告
・
協
議
事
項

１　

広
島
県
生
協
連
２
０
１
６
年
度

活
動
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

２　

２
０
１
６
年
度
平
和
活
動
に
つ

い
て

３　

わ
が
家
の
電
力
・
ガ
ス
料
金
し

ら
べ
調
査
に
つ
い
て

４　

２
０
１
６
年
度
自
治
体
の
新
地

域
支
援
事
業
状
況
の
情
報
収
集
に
つ

い
て

５　

け
ん
こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
１
６
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

６　

２
０
１
５
年
度
消
費
者
意
識
調

査
報
告
（
中
間
）

７　

一
般
活
動
報
告

第
１
回
組
織
平
和
委
員
会
報
告

ニ
ュ
ー
フ
ェ
ー
ス
紹
介

　

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
度
、
広

島
医
療
生
協
よ
り
広
島
県
生
協
連

福
祉
介
護
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
事

務
局
の
一
員
に
加
え
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
藤
代
え
り
と

申
し
ま
す
。

　

広
島
医
療
生
協
で
は
30
年
余

り
、
医
療・介
護
の
仕
事
に
携
わ
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
広

い
視
野
で
協
同
組
合
の
仕
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
新
入
職

員
の
時
の
新
鮮
な
気
持
ち
が
蘇
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

県
内
で
福
祉
介
護
分
野
の
生
協

間
連
携
を
推
進
し
て
い
こ
う
と
い

う
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
新

し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
端
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
、
組
合

員
の
皆
さ
ま
の
夢
を
実
現
す
る
お

手
伝
い
が
で
き
る
こ
と
に
大
き
な

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
新
入
職
員
で
い
る

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
若

返
っ
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
、
日
々
精
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

藤代　えり

第
１
回
福
祉
・
介
護
委
員
会
議
事
録

■
開
催
日 　

５
月
12
日

■
場　

所  

　
　
　

広
島
県
生
協
連
３
階
会
議
室

■
出　

席　

盛
谷
、
志
々
目
（
広
島

中
央
保
健
）、
斉
藤
、
山
本
（
広
島

医
療
）、
乃
美
（
福
山
医
療
）、
横
山
、

徳
永
、
西
谷
（
ひ
ろ
し
ま
）、
岡
崎
、

藤
代
（
広
島
県
生
協
連
）

□
報
告
・
協
議
事
項

１　

２
０
１
６
年
度
活
動
方
針
及
び

３
生
協
共
同
事
業
化
の
重
点
課
題
に

つ
い
て

２　

新
地
域
支
援
事
業
へ
の
対
応
状

況
に
つ
い
て

３　

会
員
生
協
２
０
１
５
年
度
決

算
・
総
括
と
２
０
１
６
年
度
方
針
、

計
画
予
算
に
つ
い
て

４　

広
島
県
健
康
福
祉
局
長
懇
談
会

の
実
施
に
つ
い
て

５　

そ
の
他
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特集

　

約
５
０
０
年
前
の
１
５
４
９
年
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
王
ジ
ョ
ア
ン
３
世
の
依

頼
で
、
一
人
の
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師

が
日
本
の
薩
摩
半
島
坊
津
に
上
陸
し

た
。
日
本
が
西
洋
文
化
の
光
に
初
め

て
照
ら
さ
れ
た
歴
史
的
出
来
事
で

あ
っ
た
。
そ
の
宣
教
師
の
名
は
ス
ペ

イ
ン
・
バ
ス
ク
出
身
の
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ザ
ビ
エ
ル
。
彼
は
そ
の
後
、
日

本
滞
在
の
約
２
年
の
間
に
広
く
キ
リ

ス
ト
教
を
布
教
し
、
日
本
国
内
に
多

く
の
キ
リ
ス
ト
教
信
者
を
生
ん
だ
。

時
は
経
て
２
０
１
５
年
３
月
、
ザ
ビ

エ
ル
と
同
じ
バ
ス
ク
の
一
人
の
若
者

が
広
島
県
生
協
連
を
人
づ
て
に
訪
ね

一
枚
の
折
り
鶴
が

　
　
　
平
和
の
橋
を
架
け
て
…

広
島
市
長
の
「
親
書
」
を
携
え
て
…

フランス

ポルトガル スペイン

●Guernica y
   Lumo

て
き
た
。
若
者
の
名
は
ジ
ョ
ン
・
ア

ン
ダ
ー
・
ム
サ
エ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
モ

ン
ド
ラ
ゴ
ン
大
学
の
学
生
起
業
家
で

あ
る
。
彼
は
、
大
学
の
授
業
の
一
環

と
し
て
、
世
界
の
旅
を
通
じ
て
様
々

な
こ
と
を
学
び
、
国
際
的
な
起
業
家

を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

ジ
ョ
ン
が
、
世
界
で
初
め
て
原
爆

を
投
下
さ
れ
た
広
島
市
を
訪
れ
た
の

は
、彼
の
生
ま
れ
故
郷
が
ゲ
ル
ニ
カ・

ル
モ
市
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
ゲ

ル
ニ
カ
・
ル
モ
市
は
、
１
９
３
７
年

４
月
26
日
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
で
、
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
・
フ
ラ
ン
コ
将
軍
の
援

助
を
受
け
た
ド
イ
ツ
空
軍
に
よ
る
人

類
最
初
の
無
差
別
爆
撃
を
受
け
た
。

空
爆
に
よ
り
、
ゲ
ル
ニ
カ
の
町
は
瓦

礫
の
山
と
化
し
、
約
２
，
０
０
０
名

の
無
辜
の
市
民
が
死
傷
し
た
と
い
う

歴
史
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
歴
史
的

出
来
事
は
、
20
世
紀
の
天
才
画
家
パ

ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
の
大
作
〝
ゲ
ル
ニ
カ
〞

に
よ
っ
て
、
世
界
中
の
人
々
に
知
ら

れ
て
い
る
。

　

ジ
ョ
ン
は
、
そ
う
し
た
戦
争
被

害
を
継
承
す
る
ゲ
ル
ニ
カ
・
ル
モ

市
市
民
の
一
人
で
あ
る
。
彼
は
、

２
０
１
５
年
の
ヒ
ロ
シ
マ
訪
問
の

バスク訪問記①

一
人
の
バ
ス
ク
の
若
者
と
の
出
会
い

広島市長の「親書」を手渡す高田専務理事「親書」を手渡下の地関係者一同で記念撮影 芳名録に記載する高田専務

ゲルニカ市に届けられた広島市長の「親書」

日本からの代表団を歓迎する歓迎の舞
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スペイン・バスク訪問記

フランシスコ・ザビエル
1506年頃、4月７日、フラン
シスコ・ザビエルは、スペイン
のバスク地方ナバラ王国のバン
ブローナに近いハビエル城で生
まれる。1525年、19歳で名
門パリ大学に留学。その後、バ
スクから来たイグナチオ・ロヨ
ラと知り合い、ロヨラの強い影
響によって、1534年8月15
日、パリモンマルトルの聖堂に
おいて６名の同士とともに神に
生涯を捧げるという誓いを立て
イエズス会を創立する。当初よ
り世界宣教をテーマにしていた
ザビエル達のイエズス会は、ポ
ルトガル王ジョアン３世の依頼
でインドのゴアに派遣され、そ
の後1549年に薩摩半島の坊
津に上陸し、日本に初めてキリ
スト教を伝え西洋文化の光を差
し込んだ。その後、約２年間に
わたって日本国内で布教活動を
行ったフランシスコ・ザビエル
は、インドのゴアに戻る。その
後、中国の上川島に行き、布教
の為に中国に入境しようとする
がうまく行かず、病を発症し上
川島で死去。46歳であった。

ゲルニカ－ルモ市（Gernika-
Lumo）とピカソの『ゲルニカ』
スペイン・バスク州ビスカヤ
県のムニシピオ（基礎自治体）。
ゲルニカとルモが連合して一つ
の自治体を形成している。
スペインは第一次世界大戦後
の混乱で民衆の不満が高まり、
1931年に無血革命の形で共和
制に移行。1936年共産主義政

党の国際コミンテルンの暗躍に
より社会主義政党「スペイン人
民戦線」が政権を握ったが、保
守派と共産主義の対立、政治的
混乱や治安の悪化が納まらない
状況にあった。
こうした状況の中、国内の保守
派が結束を強め、カナリア諸島
へ島流しにされていたフランシ
スコ・フランコ将軍がクーデ
ターを起こす。これに、軍部や
地主、カトリック勢力などの保
守派が次々に呼応し、社会主義
政府に対して大規模な反乱を起
こした。スペイン内戦の勃発で
ある。
スペイン内戦中の1937年４
月26日、フランシスコ・フラ
ンコ等の反乱軍による北方作戦
の一環として軍事目標を有する
ゲルニカ爆撃が行われた。反乱
軍は、３月末からゲルニカ地方
の制圧にかかっており、ドイツ
空軍遠征隊であるコンドル軍団
の爆撃隊がその支援として空襲
を行った。
ゲルニカ爆撃が、アメリカ、イ
ギリスフランスなどの報道機関
によって伝えられると、フラン
コ反乱軍を非難する声が世界的
に巻き起こった。これに危惧し
たフランコやコンドル軍団指揮
官等は、「ゲルニカで都市を破
壊し、子どもや尼僧まで殺傷し
たのは、我々に敵対するバスク
民族主義者やアナーキストの犯
行で、ゲルニカ爆撃は捏造であ
る」という謀略宣伝に努める。
画家のパブロ・ピカソはパリ万
国博覧会のための壁画を依頼さ
れていたが、急遽、壁画のテー
マ内容を変更して、ゲルニカ爆
撃に対する憤怒を込めて大作
『ゲルニカ』を描き上げた。
参考文献：art-library.com

▶次号に続く

後
、
ヒ
ロ
シ
マ
と
ゲ
ル
ニ
カ
と
の
平

和
友
好
の
た
め
、「
ヒ
ロ
シ
マ
と
の

つ
な
が
り
を
広
げ
た
い
」
と
、
平
和

公
園
折
り
鶴
の
子
の
像
に
寄
贈
さ
れ

て
い
た
「
折
り
鶴
」
を
バ
ス
ク
に
持

ち
帰
り
、
地
元
の
行
政
、
学
生
、
そ

し
て
戦
火
体
験
者
に
呼
び
か
け
「
オ

リ
ガ
ミ
ア
ク
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
上
げ
、
数
度
の
広
島
訪
問
に

よ
っ
て
、
ヒ
ロ
シ
マ
と
の
懸
け
橋
の

役
割
を
実
践
し
て
い
る
。

　

数
度
の
広
島
訪
問
で
ジ
ョ
ン
氏
の

松
井
広
島
市
長
の
表
敬
訪
問
も
あ
っ

て
、
ゲ
ル
ニ
カ
・
ル
モ
市
と
広
島
市

と
の
平
和
の
絆
は
一
層
強
く
な
っ

た
。
そ
の
結
果
、２
０
１
６
年
５
月
、

広
島
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
は
、

ジ
ョ
ン
・
ア
ン
ダ
ー
・
ム
サ
エ
ル
氏

の
招
請
に
よ
っ
て
、
ス
ペ
イ
ン
・
バ

ス
ク
地
方
に
あ
る
ス
ペ
イ
ン
最
大
の

協
同
組
合
で
あ
る
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協

同
組
合
グ
ル
ー
プ
と
ゲ
ル
ニ
カ
・
ル

モ
市
を
、
広
島
市
長
の
「
親
書
」
と

と
も
に
訪
問
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

バ
ス
ク
人
は
、
独
自
の
言
語(

バ

ス
ク
語)

を
持
ち
、
古
く
か
ら
ス
ペ

イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
の
境
バ
ス
ク
地
方

と
し
て
知
ら
れ
る
地
域
に
居
住
し
て

い
る
人
た
ち
で
あ
る
。
バ
ス
ク
語
は

「
言
語
の
７
不
思
議
」
の
一
つ
と
い

わ
れ
て
い
る
。
悪
魔
が
、
バ
ス
ク
の

娘
を
誑
か
そ
う
と
し
て
バ
ス
ク
の
国

に
７
年
間
滞
在
し
た
が
、
覚
え
ら
れ

た
バ
ス
ク
語
は
「
は
い
」Bai 

と
「
い

い
え
」Ez 

だ
け
だ
っ
た
、
と
い
う

ジ
ョ
ー
ク
が
あ
る
ほ
ど
難
解
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　

バ
ス
ク
は
「
山
バ
ス
ク
」
と
「
海

バ
ス
ク
」
と
に
一
般
的
に
区
分
さ
れ

る
。
ス
ペ
イ
ン
側
に
は
バ
ス
ク
州
の

３
県
と
ナ
バ
ー
ラ
州
の
計
４
領
域
が

あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
側
に
は
フ
ラ
ン
ス

領
バ
ス
ク
の
３
領
域
が
あ
る
。

　

海
バ
ス
ク
は
、
中
世
よ
り
大
西
洋

を
漁
場
と
す
る
タ
ラ
漁
や
捕
鯨
が
盛

ん
な
地
域
で
あ
る
。
海
の
糧
は
、
バ

ス
ク
の
郷
土
料
理
と
し
て
広
く
家
庭

の
食
卓
に
上
る
。
ま
た
、
リ
オ
ハ
に

代
表
さ
れ
る
ス
ペ
イ
ン
有
数
の
ワ
イ

ン
の
産
地
で
も
あ
る
。
そ
の
ワ
イ
ン

に
合
う
料
理
が
、
美
食
の
ま
ち
と
し

て
〝
サ
ン
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
〞
を
有
名

に
し
て
い
る
。（
続
く
）

バ
ス
ク
訪
問
記　

執
筆
・
高
田
公
喜 

　
　
　
　

広
島
県
生
協
連
合
会
専
務
理
事

ス
ペ
イ
ン
・
バ
ス
ク
地
方

フランシスコ・ザビエル肖像
『ウィキペディア（Wikipedia）』より

ジョン氏とゲルニカ市内を散策する一行石段が多いゲルニカ市内の一風景

ゲルニカ市内風景ゲルニカ平和博物館のゲルニカ（レプリカ）の前で記念写真ゲルニカ平和博物館の展示に見入る一行
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MESSAGE

広島県生活協同組合連合会
〒 730-0802　広島市中区本川町 2-6-11 
第７ウエノヤビル ５F　
TEL 082-532-1300 FAX 082-232-8100
E-mail : kenren.h@proof.ocn.ne.jp 
URL : http://hiroshima.kenren-coop.jp

日々のことから
広島県地域政策局平和推進
プロジェクト・チーム  担当課長

下﨑　正浩
しもざき　まさひろ

昭和62年広島県庁入庁。地域振興、豊
栄町派遣、大学改革、交流定住、市町財
政、広島市平和推進課派遣等の仕事を経
て、平成26年度から平和推進プロジェ
クト・チーム。平成27年４月から現職。

オ
バ
マ
大
統
領
の
広
島
訪
問

　
「
71
年
前
の
よ
く
晴
れ
た
雲
の
な
い

朝
、
空
か
ら
死
が
降
っ
て
き
て
世
界
は

変
わ
っ
た
。」
オ
バ
マ
大
統
領
の
17
分

間
に
も
及
ぶ
演
説
は
始
ま
り
ま
し
た
。

核
兵
器
国
の
現
職
の
首
脳
と
し
て
初
め

て
と
な
る
大
統
領
の
広
島
訪
問
を
、
皆

さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
に
見
て
、
ど
の
よ

う
に
聞
き
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

政
治
指
導
者
の
被
爆
地
訪
問

　

核
兵
器
の
廃
絶
に
向
け
て
は
、
核
兵

器
の
非
人
道
性
に
つ
い
て
、
各
国
の

政
治
指
導
者
に
深
く
認
識
い
た
だ
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
各
国
の
政
治
指
導
者

が
、
広
島
・
長
崎
を
訪
れ
、
被
爆
の
実

相
に
触
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
意

義
深
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
知
事
が
、
昨
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
運
用
検

討
会
議
に
参
加
す
る
た
め
米
国
を
訪
問

し
た
際
、
核
政
策
の
決
定
に
影
響
力
の

あ
る
人
た
ち
と
幅
広
く
会
談
し
、
オ
バ

マ
大
統
領
の
広
島
訪
問
を
働
き
か
け
ま

し
た
。
ま
た
、
中
国
が
、
会
議
で
政
治

指
導
者
の
被
爆
地
訪
問
に
反
発
し
た
際

は
、
広
島
県
の
考
え
方
を
説
明
す
る
た

め
、
駐
日
中
華
人
民
共
和
国
大
使
館
を

訪
問
し
ま
し
た
。

広
島
県
の
取
組

　

広
島
県
で
は
、
平
成
23
年
に
策
定
し

た
「
国
際
平
和
拠
点
ひ
ろ
し
ま
構
想
」

に
基
づ
き
、「
核
兵
器
廃
絶
」
と
「
復

興
・
平
和
構
築
」
の
取
組
を
包
括
的
に

進
め
て
い
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
広
島

広
島
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
に
つ
い
て

　

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現

に
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
広
島
県
や

広
島
市
は
も
ち
ろ
ん
、
国
、
各
種
団
体
、

経
済
界
、
市
民
の
皆
様
な
ど
あ
ら
ゆ
る

主
体
が
力
を
合
わ
せ
、
連
携
し
、
継
続

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
広

島
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
の
皆
様

が
、
長
年
に
わ
た
っ
て
市
民
レ
ベ
ル
で

核
兵
器
廃
絶
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た

こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ど
う

か
、
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
の
実

現
に
向
け
て
、
よ
り
一
層
の
御
尽
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

国
際
平
和
拠
点
を
目
指
し
て

　

オ
バ
マ
大
統
領
の
演
説
は
、「
広
島

と
長
崎
は
、
核
戦
争
の
夜
明
け
と
し
て

で
は
な
く
、
我
々
の
道
義
的
な
目
覚
め

の
始
ま
り
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
だ
ろ

う
。」
こ
う
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

大
統
領
の
広
島
訪
問
が
実
現
し
た

今
、
世
界
が
広
島
に
注
目
し
て
い
ま

す
。
広
島
は
、人
類
の
叡
智
を
結
集
し
、

世
界
の
平
和
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の

拠
点
、
国
際
平
和
拠
点
に
な
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
広
島
が
国
際
平
和
拠

点
と
し
て
、
核
兵
器
の
な
い
平
和
な

世
界
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
一

歩
一
歩
着
実
に
取
組
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。「
共
に
、
平
和
を
広
め
核
兵
器

の
な
い
世
界
を
追
及
す
る
勇
気
を
持
ち

ま
し
ょ
う
」（
広
島
平
和
記
念
資
料
館

芳
名
録
へ
の
オ
バ
マ
大
統
領
の
記
帳
よ

り
）
そ
の
先
に
あ
る
未
来
を
子
ど
も
た

ち
に
届
け
る
た
め
に
。

か
ら
核
兵
器
廃
絶
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
世

界
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
東
ア
ジ
ア

地
域
の
核
軍
縮
・
軍
備
管
理
に
焦
点
を

当
て
た
多
国
間
協
議
を
行
う
「
ひ
ろ
し

ま
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
」
の
開
催
や
核

軍
縮
等
に
関
す
る
各
国
の
取
組
状
況
を

取
り
ま
と
め
た「
ひ
ろ
し
ま
レ
ポ
ー
ト
」

の
作
成
・
公
表
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
復
興
・
平
和
構
築
の
た

め
の
人
材
育
成
と
研
究
集
積
を
拡
大
す

る
た
め
、
広
島
の
復
興
プ
ロ
セ
ス
研
究

の
と
り
ま
と
め
や
成
果
の
活
用
、
ユ
ニ

タ
ー
ル
広
島
事
務
所
・Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国
・

県
内
大
学
な
ど
と
連
携
し
た
取
組
な
ど

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

オ
バ
マ
大
統
領
の
広
島
訪
問
を
契
機

に
、
さ
ら
に
発
信
力
を
強
化
す
る
た
め

の
新
し
い
取
組
も
始
め
て
い
ま
す
。
国

際
平
和
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
本
年
８
月
か
ら
高
校
生
等
を

対
象
に
開
講
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
未
来

塾
in
ひ
ろ
し
ま
」、
海
外
と
県
内
の
中
・

高
校
生
及
び
留
学
生
が
国
際
平
和
に
つ

い
て
議
論
し
、
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

世
界
へ
発
信
す
る
「
ひ
ろ
し
ま
ジ
ュ
ニ

ア
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
す
。

　

ま
た
、
平
和
に
関
す
る
拠
点
性
の
向

上
を
図
る
た
め
、
国
内
外
の
経
済
人
に

よ
る
「
国
際
平
和
の
た
め
の
世
界
経
済

人
会
議
」
を
10
月
に
開
催
し
ま
す
。
会

議
に
は
、
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
第

一
人
者
で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
コ
ト

ラ
ー
教
授
を
お
迎
え
し
、
世
界
初
と
な

る
、企
業
活
動
の
一
環
と
し
て
の
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
平
和
構
築
の
取
組

の
促
進
に
つ
い
て
議
論
し
ま
す
。 

平和とよりよき　　生活をめざして

【
編
集
室
か
ら
】

　

２
０
０
９
年
の
チ
ェ
コ
で
の
プ
ラ
ハ

演
説
で
「
核
な
き
世
界
」
に
向
け
て
取

り
組
む
決
意
を
訴
え
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
し
た
オ
バ
マ
米
大
統
領
。
し

か
し
、
北
朝
鮮
の
核
実
験
、
イ
ラ
ク
や

シ
リ
ア
で
の
Ｉ
Ｓ
の
台
頭
、、
ロ
シ
ア

の
ク
リ
ミ
ヤ
半
島
併
合
、
南
沙
諸
島
問

題
と
、
世
界
平
和
を
脅
か
す
出
来
事
が

続
き
、
核
廃
絶
の
道
は
遠
い
▼
そ
う
し

た
中
で
の
米
オ
バ
マ
大
統
領
の
広
島
訪

問
。
訪
問
は
、
オ
バ
マ
大
統
領
自
身
の
、

米
大
統
領
と
し
て
の
仕
事
の
歴
史
的
指

標
に
す
る
の
感
は
否
め
な
い
。
ま
た
、

世
評
も
様
々
に
取
り
ざ
た
さ
れ
た
。
広

島
で
も
、
被
爆
者
を
含
め
多
く
の
市
民

か
ら
「
お
詫
び
を
」、
と
か
「
お
詫
び

は
い
い
」
と
い
っ
た
声
が
飛
び
交
っ
た

▼
だ
が
、
米
オ
バ
マ
大
統
領
は
広
島
を

訪
れ
た
。
超
厳
戒
態
勢
の
中
で
の
約
１

時
間
の
来
訪
で
あ
っ
た
が
、
と
に
か
く
、

世
界
最
強
の
軍
事
力
と
核
兵
器
を
保
有

す
る
ア
メ
リ
カ
大
統
領
が
、
史
上
初
め

て
人
に
対
し
て
核
爆
弾
を
破
裂
さ
せ
た

広
島
市
平
和
記
念
公
園
を
訪
れ
、
全
世

界
に
向
け
て
演
説
し
た
▼
「
何
を
か
言

わ
ん
」
の
声
も
相
当
あ
っ
た
。
だ
が
、

被
爆
者
と
声
を
交
わ
し
優
し
く
包
容
す

る
姿
、
広
島
の
子
ど
も
に
残
し
た
２
羽

の
折
り
鶴
、
オ
バ
マ
大
統
領
の
人
と
し

て
の
〝
心
〞
を
、
私
た
ち
が
信
じ
る
の

が〝
平
和
〞に
繋
が
る
道
で
は
…
。（
Ｙ
）

「国際平和拠点ひろしま構想」
の実現を目指して

～オバマ米国大統領の広島訪問に接して～


